
















童しの長編小説『鬼の系譜』解説
設定／あらすじ

鬼となって体質こそ変わっても、性格や記憶をそのまま保ち、外見もほとん
ど変わらなかった童磨。鬼の中でもっとも人間時代との境界がフラットな
彼。そんな彼でありながら、人間時代の名は失われているんだなと思いつ
つ、
無垢な彼を、鬼になる以前から"童磨"たらしてめいたバックボーンがあるは
ず…と思い、このお話を書き始めています。
彼の生い立ちや彼を生んだ両親、さらには彼らを生み出した家系とは？そ
して彼にとってのしのぶちゃんとは？という想像を、あえて原作から切り離
した現代設定の中に解釈を落とし込んでいます。
大正時代の話も少し出てきますが、原作とは異なる世界線。鬼も鬼殺隊も
登場しませんが、「鬼」の比喩として家系の狂気や業などを描いていくつも
りです。

前編は6話、後編と合わせて全10話〜12話を予定しています。
（現在後編執筆中。話数は変更の場合あり）
本編はpixivにて前編を公開中。(22日夜3話/4話・23日夜5話/6話公開）イベ
ント終了後も引き続き掲載しますので、お時間のある時にゆっくり覗いても
らえたら嬉しいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【あらすじ】
学会の会場で偶然再会した万世童磨と胡蝶しのぶ。前世の記憶はないもの
の、互いに既視感が拭えない。
しのぶに強い興味を抱いた童磨は、彼が代表を務める会社の「ゲストハウ
ス」と称する、大正初期に建てられた、とある古い屋敷に巧妙に彼女を招
き入れる。屋敷の書庫に魅了されたしのぶは、童磨の計略の元で知らず知ら
ずのうちに囲われていく。
一方、しのぶに貸し与えた書庫の中では、童磨も知らぬところで、彼女の背
後に忍び寄る気配があったー
屋敷を舞台に徐々に深まる二人の関係と、童磨に流れる万世家の血の因縁
を遡るお話。


